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のことから、視葉や PDF ニューロン以外に概潮汐リズムを生み出す神経領域が存在すると考えられる。 
 以上より、マングローブスズの概潮汐時計は概日時計と異なる未知の分子･神経機構によって成り立つ
可能性が示された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
生物は環境の変動周期に対応した内因性のリズムを持つ。多くの生物が一日の周期に対応したおよそ








べた。RNA 干渉の結果は、概日時計遺伝子 period あるいは Clock は概日リズムの駆動に必須であるが、
概潮汐リズムの形成に関与しないことを示した。脳の部分除去実験の結果は、視葉と呼ばれる脳領域は概
日リズムに必要であるが、概潮汐リズムには必須ではないことを示した。これらより、概潮汐時計機構は
概日時計遺伝子や概日時計ニューロンとは異なる独自の分子・神経機構によって成り立つ可能性が指摘さ
れた。 
以上のように、本論文は概日時計とは異なる分子神経機構から成る概潮汐時計の存在を示したという点
で高く評価できる。よって、本論文は時間生物学の発展に著しく寄与するものであり、博士（理学）の学
位を授与するに値すると審査した。 
